
がくしゅうしゃどう し
図１．学習者同士でゲームをする
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しゅるい しょうかい おうよう あ かんが
いくつかの種類がありますから、ここで紹介するものを応用してクラスに合うものを考えてください。

たん ご ぶんけい れんしゅう かぎ ぶんしょう どっかい さくぶん ため
また、単語や文型の練習に限らず、文章の読解や作文でも試してみてください。

◆なぜゲームをするの？

に ほん ご こくさい きょう し けんしゅう さん か せんせいがた
日本語国際センターの教師研修に参加している先生方

せい と だい す おぼ
から「生徒はゲームが大好き、ゲームをするとすぐ覚え

き げん
ます。」ということをよく聞きますが、なぜゲームが言

ご がくしゅう やく だ
語の学習に役立つのでしょうか。

り ゆう がくしゅうしゃ かつどう たの
そのいちばんの理由は、学習者が活動を楽しめるから

おも きょう し し じ たん ご い
だと思います。教師の指示にしたがって、単語を言った

ぶんけい く かえ たいくつ れんしゅう
り、文型を繰り返すだけの退屈な「練習」とちがって、

こ じん たいこう か ま きそ
個人やグループ／チーム対抗で勝ち負けを競うゲームに

うん だんけつ がくしゅうしゃ
は、スピード、運、グループの団結など、学習者をわく

し か に ほん ご つか どう き たか
わくさせる仕掛けがあります。日本語を使う動機が高く

む ちゅう に ほん ご おぼ
なり、夢中になっているうちに、日本語を覚えてしまう

というわけです。

がくしゅうしゃどう
また、ゲームは、学習者同

し かっぱつ がく
士のやりとりを活発にし、学

しゅうしゃ じ りつせい そだ
習者の自律性を育てることに

くに しょう
もつながります。ある国の小

がっこう つぎ
学校で、次のようなゲーム

ず み
（図１）を見たことがあります。

ひと り て め
ペアになって、１人が手で目

あいだ ひと り ゆか ぶん ぐ
かくしをし、その間にもう１人が床においてある文具の

うし つぎ め せい
ひとつを後ろにかくします。次に目かくしをしていた生

と め あ なに あ
徒は、目を開けて何がなくなったかを当てるというもの

ぶん ぐ な まえ おぼ
です。これは、文具の名前を覚えるゲームなのですが、

がくしゅうしゃどう し きょうりょく かつどう がく
このように、学習者同士で協力して活動することは、学

しゅうのうりょく そだ うえ たいせつ おも
習能力を育てる上でとても大切なことだと思います。

ちゅう い
◆ゲームをするときに注意することは？

こう か てき つぎ てん ちゅう い
ゲームを効果的にするためには次の点に注意しましょ

う。

がくしゅうしゃ り かい
�学習者にゲームのルールをきちんと理解させること。

わ かた こた じゅんばん とくてん かぞ かた
ペアやグループの分け方、答える順番、得点の数え方、

じ かんせいげん てってい
時間制限などのルールを徹底させましょう。

じ かん き おこな かんたん ば あい ふん
�時間を決めて行うこと。簡単なゲームの場合は、１５分

てい ど め やす おな く かえ おこな
程度を目安にします。同じゲームを繰り返して行うと

か
きは、ペアやグループを変えるとよいでしょう。

に ほん ご つか こうたい あ
�日本語をできるだけ使うようにすること。「交代」「当

せいかい ざんねん
たり／正解です」「はずれ／まちがいです」「残念／お

ぜん ぶ てん か ま
しいです」「全部で××点です」「～チームの勝ち／負

ひょうげん しょきゅう つか
けです」などの表現は、初級のクラスでも使えます。

がくしゅうしゃ わす
�ゲームがきらいな学習者がいることを忘れないこと。

ねんれい うえ がくしゅうしゃ ば あい
年齢が上でゲームになれていない学習者の場合、「ゲー

はんのう しめ
ムはばかばかしい」という反応を示すことがあります。

いち ど あと
そんなときは、一度やってみた後で、ゲームのよしあ

はな あ おも
しをクラスで話し合うとよいと思います。そして、み

おも む り おこな ひつ
んなが「ゲームなんて…」と思うなら、無理に行う必

よう かつどう
要はありません。ゲームはいろいろある活動のうちの

ひとつにすぎません。

◆どんなゲームがあるの？

き おくりょく
� 記憶力のゲーム

ず ぶん ぐ な まえ おぼ き おくりょく
図１の文具の名前を覚えるゲームも記憶力をためすも

がくしゅうしゃ え たん ご ぶん いってい
のです。ふつうは、学習者に絵や単語、文などを一定の

じ かん み おぼ
時間見せて覚える

し じ
ように指示します。

そのあとで、それ

をかくし、どれだ

せいかく
け正確にたくさん

おぼ きそ
覚えているかを競

も じ
わせます。文字や

たん ご れん しゅう
単語を練習させ

ば あい
る場合は、フラッ

よう い
シュカードを用意

しておき、４～５

まい つか
枚ずつ使っていく

に ほん ご じゅぎょう つか
日本語の授業で使えるおもしろいゲームにはどんなものがありますか。

かいがい に ほん ご おし きょう し ちょくめん
このコーナーでは、海外で日本語を教えるときに、教師が直面

おも もんだい しつもん こた かたち どくしゃ
すると思われる問題をとりあげ、質問に答える形で、読者のみ

さんこう じょうほう ていきょう
なさんの参考になる情報を提供していきます。

Q
A

なに
図２．「何をしていますか」
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て ばや しょきゅう え つか ば あい とくてい ぶんけい
と手早くできます。初級で絵を使う場合は、特定の文型や

ひょうげんけいしき ちゅうもく れんしゅう ず
表現形式に注目させて練習させることができます（図２）。

ぶんしょう さいせい ぶんしょう こうぞう ちゅうもく さくぶん れんしゅう
文章の再生は、文章の構造に注目させ、作文の練習に

もなります。ま

きょう し ぶんしょう
ず、教師が文章

ず よ
（図３）を読み

み
（または見せ）、

がくしゅうしゃ
学習者 に キ ー

ワードをメモさ

つぎ がく
せます。次に学

しゅうしゃ わ がくしゅうしゃどう し たん ご かく
習者をグループに分け、学習者同士でメモした単語を確

にん たいこう たん ご はっぴょう
認させたあと、グループ対抗で単語を発表させます（も

ぶんしょう てんあた きょう し はっぴょう
との文章とあっていたら１点与えます）。教師は発表さ

たん ご こくばん
れた単語を黒板にメモし

ていき、（このとき、も

ぶんしょう い ち
との文章の位置に、その

たん ご か
単語を書くようにしま

す。）すべてのグループ

たん ご で
から、ひとつも単語が出

ぶんしょう あ
なくなったら、文章の空

ぶ ぶん はい こと ば
いている部分に入る言葉

かんが
を考えさせます。

すいそく
� 推測させるゲーム

だ こた
ヒントを出して答えを

あ
当てさせるもので、その

だいひょう
代表は「なぞなぞ」です。

に ほん ご きょういくつうしん ごう
（『日本語教育通信』３０号

じゅぎょう さんしょう
「 授業のヒント」参照）

たん ご ず
ヒントは単語（図５）で

ぶん
も、文でもよいです。

つぎ ぶんけい き だ
次のように文型を決めてヒントを出すこともできます。

はし
ヒント：「すわってもいいです。走ってはいけません。

た おお こえ はな
食べてはいけません。大きい声で話してはいけません。」

こた と しょかん
答え：「図書館」

ぶんしょう がくしゅう
ヒントを文章にすることもできます。たとえば、学習

しゃ し ひと ば しょ どうぶつ
者にみんながよく知っている人、場所、動物などからひ

えら せつめい か がくしゅうしゃ しょきゅう
とつ選ばせて、その説明を書かせます。（学習者が初級

ぶんけい ぶん かず き か
であれば、文型や文の数を決めておくと書きやすくなり

ます。）

れい し ぜん ゆた うみ ねんじゅうあたた
例：「？？：自然が豊かで、海がきれいです。１年中暖

ふゆ うみ
かくて、冬がありません。海では、シュノーケルやダイ

たの
ビングなどのマリンスポーツを楽しむことができます。」

きょう し か せつめい あつ
教師は、書かれた説明を集め

よ がくしゅうしゃ
て読み、学習者は２チームに

わ なに せつめい
分かれて、何についての説明

かをあてます。

� ジェスチャーゲーム

がくしゅうしゃ ひょう
学習者にジェスチャーで表

げん たが あ
現させ、それをお互いに当て

こと
るゲームです。イメージと言

ば むす こと ば おぼ
葉を結びつけることによって言葉が覚えやすくなります。

もんだい こうえん
ジェスチャーさせる問題は「りんご」「公園」のような

たん ご こうえん た
単語でもよいですし、「公園でりんごを食べています」

ぶん たん ご
のような文でもよいです。ただし、単語なのか、どんな

ぶんけい き ほう
文型なのかは決めておいた方がよいでしょう。また、

かわ ひと かん じ からだ ひょうげん ず
「川」「人」などの漢字を体で表現させる（図６）のも、

ねんしょうしゃ たの かつどう
年少者なら楽しめる活動のひとつです。

さいこうせい
� ばらばらにしたものを再構成するゲーム

ジグソーパズルのように、

も じ たん ご ぶんしょう
文字や単語、文章をいくつか

ぶ ぶん わ あた
の部分に分けて与え、もとの

かたち かつどう かん
形にもどさせる活動です。漢

じ さ ゆう じょう げ わ
字を左右や上下に分けておき、

ただ かん じ つく かん
正しい漢字を作らせると、漢

じ こうせい ちゅう い
字の構成に注意させることが

できます。いくつかのひらが

たん ご み
なやカタカナから単語を見つ

ず ご
けさせるゲーム（図７）は語

い ふくしゅう やく だ ぶん
彙の復習に役立ちます。また、ひとつの文をいくつかに

わ ただ じゅんばん なら ず ぶんぽう れんしゅう
分け正しい順番に並べさせる（図８）のは、文法の練習

になります。

ぶんしょう さいこうせい ぶん ぶん だんらく だんらく かんけい かんが
文章の再構成は、文と文、段落と段落の関係を考えさ

どっかいれんしゅう ぶんしょう なが
せるよい読解練習になります。文章が長ければ、グルー

ひと り ひと り ちが ぶ ぶん だんらく よ
プのメンバー１人１人に違った部分（段落）を読ませ、

ないよう ほうこく
その内容をグループのほかのメンバーに報告させます。

ぜんいん きょうりょく ただ じゅんばん なら
そして、全員で協力して正しい順番に並べさせます。

し はんきょうざい
◆市販教材

ず ぶんしょう さいせい
図４．文章を再生させる

おし い けん かんそう よ
このコーナーでとりあげてほしいことを教えてください。また意見・感想もお寄せください。

たんとうしゃ ふじなが に ほん ご こくさい せんにんこう し
このコーナーの担当者：藤長かおる（Kaoru_Fujinaga＠jpf.go.jp 日本語国際センター専任講師）

くりやままさ こ いちまるきょう こ ちょ
栗山昌子、市丸恭子著（１９９２）『ドリルとしてのゲー

きょうざい
ム教材』 アルク

かいへん に ほん ご
GAGの会編（１９９３）『日本語コミュニケーションゲー

ム８０』

Rinvolucri, M. １９８４. Grammar Games. Cambridge

university press

ず どう し
図７．「動詞を見つけよう」

ず ぶん
図８．「文」をつくろう

海外日本語教育
Q & A

ず かん じ
図６．「漢字」ジェスチャーゲーム

ず きょう か しょ へん ぺーじ
図３．「教科書をつくろう、れんしゅう編」２４７頁

こくさいこうりゅう き きん に ほん ご こくさい
（国際交流基金日本語国際センター）

ず
図５．なぞなぞ
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